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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
累計期間

第66期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （百万円） 90,015 94,305 184,624

経常利益 （百万円） 917 1,067 1,925

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 552 701 944

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 646 750 830

純資産額 （百万円） 19,152 19,778 19,267

総資産額 （百万円） 42,515 43,551 42,626

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 23.96 30.43 40.98

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.4 44.6 44.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 184 1,123 807

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △309 △132 △220

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △261 △336 △431

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,684 5,879 5,225

 

回次
第66期

第２四半期連結
会計期間

第67期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.99 15.58

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．株主資本において自己株式として計上されている「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式を「１株当た

り四半期（当期）純利益金額」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めておりま

す。
 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等により緩やかな回復基調にあるもの

の、新興国経済の減速や英国のＥＵ離脱問題等による世界経済の不確実性が高まるなど、先行きは不透明感を増し

ております。食品流通業界におきましては、消費者の節約志向・低価格志向が続く中、業種・業態を超えた競争が

激しさを増すなど依然として厳しい経営環境が続いております。

このような状況下、当社グループは、平成29年３月期を目標年度とする中期経営計画「変革2016 ～Challenge

for Change～」に基づく戦略課題を推進しております。中計最終年度における重点施策の五本柱「メーカー型卸機

能のさらなる推進」「業務改革の推進」「人事戦略の推進」「業務提携先との成果づくり」「長野商圏の基盤整

備」のそれぞれに担当役員を配し、全社グループを挙げて具体的な成果づくりに取り組んでおります。

以上のことから、当第２四半期連結累計期間の売上高は、943億５百万円（前年同期比4.8％増）となりました。

利益面につきましては、営業利益８億72百万円（前年同期比25.2％増）、経常利益10億67百万円（同16.3％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益７億１百万円（同27.0％増）となりました。

 

[セグメント別の概況]

 ※ 各セグメントの売上高については、セグメント間の内部売上高を除いて記載しております。

 

＜水産事業セグメント＞

売上高につきましては、天候不順や自然災害等の影響により水揚げ量や相場が不安定で推移する中、大衆魚など

の生鮮魚のフルアソート調達による販売ルートの拡大や、サケなどの養殖魚の生産と販売の拡大、デイリー食品部

門における新たな当社オリジナル商品の開発と販売など、メーカー型卸機能を発揮しながら売上拡大を図りまし

た。フードサービス事業部では、当社グループ内で連携しながら商品開発を進め、県内外の業務用マーケットへ販

売を拡大しました。以上の結果、売上高は645億73百万円（前年同期比5.4％増）となりました。

利益面につきましては、売上高増加による売上総利益の増加に加え、受発注や構内物流等の業務改善等に継続し

て取り組み、営業利益は４億33百万円（同3.9％増）となりました。

 

＜一般食品事業セグメント＞

売上高につきましては、上越・北陸エリアにおいて物流拠点を稼働することでサービスレベルの向上を図り、重

点顧客への販売シェア拡大を進めました。また長野県産原材料を使用した当社オリジナル商品を全国へ拡売しまし

た。以上の結果、売上高は134億３百万円（前年同期比0.6％増）となりました。

利益面につきましては、売上高増加による売上総利益の増加に加え、受注業務の集約や物流基盤の整備に継続し

て取り組み、営業利益は85百万円（同89.6％増）となりました。

 

＜畜産事業セグメント＞

売上高につきましては、畜産物の需要が堅調に推移したことに加え、産地や生産者との連携による商品調達力

と、生産から販売までを統合するメーカー型卸機能による商品力により、既存顧客の深耕化と首都圏を中心に新規

顧客への販路拡大を進めました。以上の結果、売上高は156億44百万円（前年同期比5.5％増）となりました。

利益面につきましては、売上高増加に伴い販管費は増加したものの、売上総利益の増加により、営業利益は２

億68百万円（同33.4％増）となりました。
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＜その他（小売店の店舗支援事業、物流・冷蔵倉庫事業、OA機器・通信機器販売及び保険代理店事業）＞

子会社ＡＥＳ㈱は、当社グループの基盤顧客であります契約小売店を対象に、商品政策の統一化や受発注シス

テムの導入等の店舗支援事業を推進いたしました。

子会社マルイチ・ロジスティクス・サービス㈱は、当社グループの物流業務・冷蔵倉庫事業の品質向上とロー

コスト体制の構築を、グループ内の各事業と組織的に連携しながら進めました。

以上の結果、売上高は６億83百万円（前期同期比13.7％増）、営業利益は85百万円（同154.2％増）となりまし

た。

 

 

(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は435億51百万円となり、前連結会計年度末と比較して９億24百万

円増加となりました。主な要因は、現金及び預金が６億71百万円、受取手形及び売掛金が６億57百万円増加する一

方で、商品及び製品が３億29百万円減少したことによります。

負債は237億73百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億13百万円の増加となりました。主な要因は、支

払手形及び買掛金が８億85百万円増加したことによります。

純資産合計は197億78百万円となり、前連結会計年度末と比較して５億10百万円の増加となりました。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の44.4％から44.6％に増加しました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は58億79百万円とな

り、前連結会計年度末と比較して６億53百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は11億23百万円となりました（前年同四半期連結累計期間に増加した資金は１億84

百万円）。これは主に、税金等調整前四半期純利益が11億２百万円、減価償却費が２億88百万円となり、売上債

権・たな卸資産・仕入債務からなる運転資金が5億27百万円増加したことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は１億32百万円となりました（前年同四半期連結累計期間に減少した資金は３億９

百万円）。これは主に、有形固定資産の取得による支出が97百万円、無形固定資産の取得による支出が17百万円と

なったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は３億36百万円となりました（前年同四半期連結累計期間に減少した資金は２億61

百万円）。これは主に、リース債務の返済による支出が85百万円、配当金の支払額が２億７百万円となったことに

よります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,000,000

計 63,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,121,000 23,121,000
名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 23,121,000 23,121,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 23,121,000 － 3,719 － 3,380
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内2丁目3番1号 4,625 20.00

マルイチ産商取引先持株会 長野県長野市市場3番地48 1,455 6.29

有限会社ニシナ興産 長野県長野市若里7丁目13番地21号 1,414 6.11

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地8 1,107 4.79

国分株式会社 東京都中央区日本橋1丁目1番1号 1,020 4.41

三井物産株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目1番3号 982 4.24

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町1丁目5番5号 751 3.24

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り1丁目2番26号 740 3.20

株式会社長野銀行 長野県松本市渚2丁目9番38号 679 2.93

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内2丁目1番1号 590 2.55

計 － 13,366 57.81

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 10,800 －
単元株式数

100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,087,600 230,876 同上

単元未満株式 普通株式 22,600 － －

発行済株式総数 23,121,000 － －

総株主の議決権 － 230,876 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

マルイチ産商

長野県長野市市場

３番地48
100 － 100 0.00

株式会社

ヨネクボ

長野県塩尻市大門

五番町４－55
－ 10,700 10,700 0.05

計 － 100 10,700 10,800 0.05

(注)１．株式会社ヨネクボは、当社取引先会社で構成される持株会（マルイチ産商取引先持株会　長野県長野市市場３

番地48）に加入しており、同持株会名義で当社株式10,744株を保有しております。

　　２．「株式給付信託（BBT）」制度の信託財産として保有する当社株式79,800株は、上記の自己株式に含まれており

ません。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,258 5,930

受取手形及び売掛金 14,463 15,121

商品及び製品 4,586 4,256

仕掛品 7 13

原材料及び貯蔵品 149 154

その他 2,563 2,642

貸倒引当金 △78 △63

流動資産合計 26,951 28,055

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,183 3,083

土地 7,846 7,846

その他（純額） 797 751

有形固定資産合計 11,828 11,681

無形固定資産   

のれん 43 21

その他 170 154

無形固定資産合計 213 176

投資その他の資産   

投資有価証券 2,264 2,281

その他 1,580 1,572

貸倒引当金 △212 △216

投資その他の資産合計 3,632 3,637

固定資産合計 15,674 15,496

資産合計 42,626 43,551

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,792 16,678

短期借入金 1,500 1,500

未払法人税等 489 398

賞与引当金 576 573

その他 2,708 2,497

流動負債合計 21,067 21,648

固定負債   

役員退職慰労引当金 263 －

債務保証損失引当金 79 79

退職給付に係る負債 802 771

資産除去債務 84 85

その他 1,062 1,187

固定負債合計 2,291 2,124

負債合計 23,359 23,773
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,719 3,719

資本剰余金 3,380 3,385

利益剰余金 11,633 12,127

自己株式 △56 △76

株主資本合計 18,677 19,157

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 399 406

退職給付に係る調整累計額 △134 △125

その他の包括利益累計額合計 264 280

非支配株主持分 325 340

純資産合計 19,267 19,778

負債純資産合計 42,626 43,551
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 90,015 94,305

売上原価 81,429 85,306

売上総利益 8,585 8,998

販売費及び一般管理費 ※ 7,888 ※ 8,125

営業利益 697 872

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 42 47

受取賃貸料 98 97

その他 90 71

営業外収益合計 234 218

営業外費用   

支払利息 4 7

固定資産除却損 3 0

貸倒引当金繰入額 0 7

その他 5 8

営業外費用合計 14 23

経常利益 917 1,067

特別利益   

賠償金収入 － 35

特別利益合計 － 35

税金等調整前四半期純利益 917 1,102

法人税、住民税及び事業税 311 356

法人税等調整額 32 12

法人税等合計 343 369

四半期純利益 573 733

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 32

親会社株主に帰属する四半期純利益 552 701
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 573 733

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 66 7

退職給付に係る調整額 6 8

その他の包括利益合計 72 16

四半期包括利益 646 750

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 624 717

非支配株主に係る四半期包括利益 21 32
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 917 1,102

減価償却費 285 288

のれん償却額 21 21

固定資産除却損 3 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △27 △2

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △25 △17

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △254

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △10

受取利息及び受取配当金 △45 △48

支払利息 4 7

売上債権の増減額（△は増加） △1,703 △674

たな卸資産の増減額（△は増加） △524 316

仕入債務の増減額（△は減少） 2,033 885

その他の流動資産の増減額（△は増加） △120 △92

その他の負債の増減額（△は減少） △146 10

その他 5 4

小計 650 1,537

利息及び配当金の受取額 43 47

利息の支払額 △4 △7

法人税等の支払額 △505 △463

法人税等の還付額 0 8

営業活動によるキャッシュ・フロー 184 1,123

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △196 △97

無形固定資産の取得による支出 △41 △17

投資有価証券の取得による支出 △7 △7

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△64 －

貸付金の回収による収入 18 18

定期預金の預入による支出 △34 △30

定期預金の払戻による収入 24 12

その他 △7 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △309 △132

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △88 △85

自己株式の取得による支出 △0 △74

自己株式の売却による収入 － 60

配当金の支払額 △161 △207

非支配株主への配当金の支払額 △11 △17

その他 － △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △261 △336

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △386 653

現金及び現金同等物の期首残高 5,070 5,225

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,684 ※ 5,879
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年3月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社は、平成28年6月21日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を決議し

ております。これに伴い、当社の「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給に伴う未払額を長期未払

金として固定負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、対象取締役（監査等委員である取締役および社外取締役を除きます。）の報酬と当社の業績および株

式価値との連動性をより明確にし、対象取締役が中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高め

ることを目的として、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」を導入して

おります。

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」(実務対応報告第30号　平成27年３月26日)に準じて、総額法を適用しております。

(1）取引の概要

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、対象取締役に対して、当社取

締役会が定める役員株式給付規程に従って、原則として当社株式が信託を通じて給付される業績連動型の株式報

酬制度です。

(2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第２四半期連結会計期間末74百万円、79千

株であります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

販売運賃 2,804百万円 2,946百万円

従業員給料 1,997 2,026

賞与引当金繰入額 482 554

退職給付費用 87 94

減価償却費 213 202

貸倒引当金繰入額 △9 △18

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

　　次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 4,735百万円 5,930百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △51 △51

現金及び現金同等物 4,684 5,879
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年 6月23日

定時株主総会
普通株式 161 7 平成27年 3月31日 平成27年 6月24日 利益剰余金

 

　(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月13日

取締役会
普通株式 69 3 平成27年 9月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月21日

定時株主総会
普通株式 207 9 平成28年 3月31日 平成28年 6月22日 利益剰余金

 

　(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 69 3 平成28年 9月30日 平成28年12月5日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式に対する配当金0百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3
 水産事業

一般食品

事業
畜産事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 61,259 13,322 14,832 89,414 601 90,015 － 90,015

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 0 － 0 1,960 1,961 △1,961 －

計 61,259 13,323 14,832 89,415 2,561 91,977 △1,961 90,015

セグメント利益 417 44 201 663 33 697 － 697

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業の店舗支援事業、

物流・冷蔵倉庫事業、ＯＡ機器・通信機器販売・保険の代理店事業等を含んでおります。

２．セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3
 水産事業

一般食品

事業
畜産事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 64,573 13,403 15,644 93,621 683 94,305 － 94,305

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 3 － 3 1,965 1,968 △1,968 －

計 64,573 13,407 15,644 93,625 2,648 96,273 △1,968 94,305

セグメント利益 433 85 268 787 85 872 － 872

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業の店舗支援事業、

物流・冷蔵倉庫事業、ＯＡ機器・通信機器販売・保険の代理店事業等を含んでおります。

２．セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

EDINET提出書類

株式会社マルイチ産商(E02698)

四半期報告書

17/22



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 23円96銭 30円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
552 701

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
552 701

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,051 23,048

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式を、「１株当

たり四半期純利益金額」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（当

第２四半期連結累計期間24千株）。
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（重要な後発事象）

取得による企業結合

　当社は、平成28年11月８日開催の取締役会において、株式会社丸水長野県水が事業を分割し、新たに設立する

分割会社の株式を、株式会社丸水長野県水の臨時株主総会で承認可決されることを前提に当社が取得して、子会

社化することについて契約を締結することを決議いたしました。

 

1.企業結合の概要

　①被取得企業の事業の内容

　　事業の内容　食品卸

　②企業結合を行った主な理由

　本件の目的は、当社と丸水長野県水の両社が強みとして保有する調達・加工・配荷機能や地域密着型のリ

テールサポート機能等を、それぞれが経営の自立性・独自性を保持しつつ、さらなる強化・高度化を図るこ

とで県内の食品流通のさらなる発展を目指すことにあります。調達・配荷物流における共配の推進など、シ

ナジーの創出によって付加価値の高い機能とサービスの提供に取り組み、グループ企業として共に持続的成

長を図ってまいります。

　③企業結合日

　　平成29年4月3日（予定）

　④企業結合の法的形式

　　株式取得

　⑤結合後の企業名称

　　株式会社丸水長野県水

　⑥取得する議決権比率

　　100%

　⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

　　当社が現金を対価として株式を取得する予定であることによるものです。

 

2.被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　取得価額につきましては、株式取得の相手先との協議により、開示を差し控えております。

 

3.発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　のれんが発生する見込みですが、現時点では確定しておりません。

 

4.企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

　現時点では確定しておりません。
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２【その他】

　平成28年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・69百万円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・３円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・平成28年12月５日

（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成28年11月10日

株式会社マルイチ産商    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 陸田　　雅彦　　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　　昌則　　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルイ

チ産商の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルイチ産商及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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